
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 文理へ入ると、多くの生徒が上記のように成績を上げます。これはもう下剋上といって良いでしょう。生徒たちは将来の選択に向け、幅を大きく広げていきます。理

由は色々あったと思いますが、文理の良さのひとつとして、授業と演習のバランスが上げられると思います。授業は①わかる―②実践―③身に付く、という流れ。 

■①みんなの「わかる」を担うのが授業です。文理の先生は「とても真面目」です。ただの「真面目」とは違う。自分の授業を演じるだけでなく、みんなの表情までよ

く見ています。盛り上げたり厳しかったり助言を与えたり、見ていたらキリのないところまで目をそむけません。みんなの理解度の行く末まで見届けます。そういう意味

で「とても真面目」。私達文理学院の教師陣は授業を見せるのみならず、生徒の「わかる」を一念に授業をします。■②の「実践」。①の「わかる」はだれでもすぐ到

達します。でも「わかる」と「できる」は別次元。正しくマネして、形で入って、そしてひとつずつ実感して・・・先生の授業とリンクした練習時間が必ずあります。自分で

到達した成功体験だけが力になります。授業内での実践演習をおろそかにしないのも文理の特徴。■③身に付く。一度で定着させることは難しいため何度も練習

を重ねます。確認テスト、授業後補習、学校別テスト対策、塾の宿題 etc…。練習を重ねることで、自然な知識の利用を可能にします。演習量の豊富さに加え、

段階を追って少しずつハードルを上げながらわかるようになる多彩な演習メニューの充実さも文理の特徴です。当たり前のことを真っ向から取り組んでいるだけな

ので、これは来てもらわないと伝わらないし伝えられません。迫る冬期講習、皆様のお越しを心よりお待ちしております。 

中島校 校舎長 小倉 智史 


